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l α ，  25・dihydroxyvitamin D3 in cultured neonatal 
mouse calvaria. Res.  Commun. Mo1. Patho1. 
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Int . ，  56 : 49-53 ， 1995. 
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Tissue Int . ，  56 : 220・226， 1995. 
7) Kaji T . ，  Fijiwara Y . ，  Sakurai S. ，  Yamamoto C . ，  
Kozuka H. ，  and Koizumi F. Zinc promotes the 
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8 )  Kaji T . ，  Fujiwara Y. ，  Yamamoto C . ，  8akamoto M . ，  
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1995.  
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1 ) 根本信雄， 桜 井 純 子 : マ ウ ス Cyp 2 b 9/ 1 0 発 現 に 関 与
す る ホ ルモ ン. 日 本薬学会第115年会， 1995， 3 ， 仙台.
2 )  根本信雄， 桜井純子 : 肝臓の薬物代謝酵素発現調節
因子 と し て の ホルモ ン. 第 2 回肝細胞研究会， 1995 ， 
6 ， 大宮.
3 )  根本信雄， 桜井純子 : 性特異的 に 発現す る Cyp2b9/ 1 0
と Cyp 2 d 9 / 1 0/ 1 1 の 発 現 調 節 因 子 と し て の ホ ル モ ン .
第68回 日 本生化学会大会， 1995， 10， 仙台.
4) 根本信雄， 桜井純子 : ニ コ チ ン 由来発癌物質 N N K
を代謝す る P450の発現調節因子. 日 本癌学会第54
回総会， 1995， 10， 京都.
5) Nemoto， N.， and 8akurai J.  : Hormonal regulation 
f or expression of Cyp2b・9 and Cyp2b・ 10 in the 
mouse liver and hepatocytes.  9 th International 
Conference on Cytochrome P-450， 1995， 7， Zurich. 
6) 宮原龍郎， 林 利光， 松 田 周 三 ， 山 田 隆一， 殿 山
晴美， 松本真明， 小宮山裕子， 狐塚 寛 : ス コ パ ドルシ酸
B と そ の誘導体の骨吸収抑制作用. 日 本薬学会第115年
会， 1995， 3 ， 仙台.
7) 宮原龍郎， 原田真宏， 松本真明， 依田佳代， 井上博文， 梶
田純代， 小酒井昭徳， 樋 口 昭平， 小友 進， 狐塚
寛 : In vivo / in vitro の骨吸収系 に対す る26， 27・haxa­
fluoro・ l ， 25 ( OH ) 2 D 3 の作用 (第 2 報 ) . 第 1 3 回 日 本 骨
代謝学会， 1995， 8 ， _ 福岡.
8 )  Miyahara T. ，  Hayashi T. ，  Matsuda 8 . ，  Yamada R . ，  
and Tonoyama H. : 8copadulciol( 8DC ) ， a novel bone­
resorbing inhibitor from SCOPARIA DULCIS and its 
structure-activity relationships.  AFMC Interna­
tional Medicinal Chemistry Symposium， 1995 ， 9 ，  
Tokyo. 
9 )  Miyahara T . ，  Harada M.，  Matsumoto M.，  Yoda K. ， 
Inoue H. ，  Kajita S. ，  Kozakai A . ，  Higuchi S. ， and 
Kozuka H. : Comparison by in vivo/in vitro method 
of the effects of 1 ， 25 ( OH ) 2 D 3  and 26 ， 27・hexa­
fluoro・ 1 ， 25 ( OH ) 2 D3 ( F 6 ・D 3 ) on the resorption of 
bone explants. 17th Annual Meeting of the American 
Society for Bone and Mineral Research. 1995， 9， 
Baltimore. 
10 ) 藤原泰之 ， 鍛治利幸 ， 桜井 茂 ， 坂元倫子， 狐塚
寛 : 鉛に よ る 培養血管内皮細胞層の修復阻害. 日
本薬学会第115年会， 1995， 3 ， 仙台.
1 1 ) 三島 篤， 鍛冶利幸， 鈴木 恵， 山 本 千 夏， 藤 原
泰之， 坂元倫子， 狐塚 寛 : メ タ ロ チオネ イ ンを誘
導 し ない濃度の亜鉛が カ ド ミ ウ ムの細胞毒性を軽減
す る 。 日 本薬学会第1 15年会， 1995， 3 ， 仙台.
1 2 )  大河原 晋， 鍛冶利幸， 稲 田美穂， 山本千夏，
藤原泰之， 坂元倫子， 狐塚 寛 ・ カ ド ミ ウ ム に よ る
培養血管平滑筋細胞グ リ サ ミ ノ グ リ カ ン合成の誘導.
日 本薬学会第1 15年会， 1995， 3 ， 仙台.
13 ) 鍛冶利幸， 鈴木 恵， 宮島三和子， 山本千夏，
藤原泰之， 坂元倫子， 狐塚 寛 : カ ド ミ ウ ム に対す
る 培養血管平滑筋細胞の高感受性. 日 本薬学会第
115年会， 1995， 3 ， 仙台.
14 ) 山本千夏， 鍛治利幸， 宮元章 子 ， 狐塚 寛， 小 泉
富美朝 : カルシ ウ ム に よ る血管内皮細胞線溶調節の
制御. 日 本薬学会第115年会， 1995， 3 ， 仙台.
15 )  鍛治利幸， 藤井孝育， 山本千夏， 藤原泰之， 坂元
倫子 : グ リ コ サ ミ ノ グ リ カ ン放出促進を プ ロ テ イ ン
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16 ) 鍛冶利幸， 稲田美穂， 山 本 千 夏 ， 藤原泰之， 坂元
倫子， 狐塚 寛 小泉富美朝 : c AM P に よ る培養
血管 内 皮細胞 グ リ サ ミ ノ グ リ カ ン の 産 生抑 制 .
日 本薬学会第1 15年会 1995， 3 ， 仙台.
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Takeda K.， Nakajima A.，  and Yoshii E. : Intra­
molecular Julia condensation for the construc­
tion of 15胸 and 14・carbocycles in Terpestacin 
and Sarcophytol A. Synlett ， 249・250， 1995. 
2) Yoshii E.， Hori K.， Nomura K.， and Yamaguchi 
K. : Li(sec-Bu ) 3 BH-mediated cyclohexane annula­
tion of 2 ， 7 -nonadiendioic diesters. Synlett ， 
1568-570 ， 1995 . 
3 )  Takeda K . ，  Takeda M. ，  Nakajima A . ，  and Yoshii 
E. : A new [3+4J annulation. Reactions of ( ß ­
( trimethylsilyl ) acryloyl ) silanes with the lithi­
um enolates of α ，  ß -unsaturated methyl ketones. 
J. Am. Chem. Soc. ， 1 17 : 6400・6401 ， 1995. 
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1 )  Yoshii E . ，  Hori K. ，  and Nomura K . : 
Li ( sec-Bu ) 3 BH-mediated cyclohexane annulation of 
2 ， 7 ・nonadiendioic diesters. 8 th IUP AC Symposium 
on Organometallic Chemistry directed towards Or­
ganic Synthesis ， 1995， 8， Santa Barbara. 
2) 武田 敬， 中島明美， 吉井英一 : 分子内 Julia
カ ッ プ リ ングを用いる大員環形成反応 : Terpesta­
cln の 15員 環お よ び Sarcophytol A の 14員 環
の構築. 日 本薬学会第1 15年会， 1995， 3 ， 仙台.
3) 武田 敬， 竹田美香， 吉井英一 : Brook 転位を利
用す る新規 [ 3 + 4 J 付加環化反応. 日 本薬学会第
115年会， 1995， 3 ， 仙台.
4) 武田 敬， 中 島 明 美， 竹 田 美香， 吉井英一 :
。 位ヘテ ロ原子置換 α ， ß ・不飽和 ア シ ル シ ラ ンを
用 い る新規 [ 3 + 4 ] ア ニ ュ レー シ ョ ンの開発. 反
応 と 合成の進歩 シ ンポ ジ ウ ム ， 1995 ， 1 1 ， 京都.
5 )  武 田 敬， 竹 田 美香， 中 島 明 美 ， 吉井英一 : 新規
[ 3  + 4 J ア ニ ュ レー シ ョ ン ( 1 ) : ß ・ ト リ メ チル
シ リ ルア タ リ ロ イ ルシラ ンと α ， ß -不飽和メ チルケ
ト ン と の反応. 有機合成化学北陸セ ミ ナー. 第1 1
回合成有機化学シ ンポ ジ ウ ム ， 1995， 10， 金沢.
6) 武田 敬， 中島明美， 吉井英一 : 新規 [ 3 + 4 J 
ア ニ ュ レー シ ョ ン ( 2 ) : ß ・ ト リ ブチルス タ ン ニ
ルア タ リ ロ イ ルシラ ン と α ， ß -不飽和メ チルケ ト ン
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